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福音書からのメッセージ 

そして更に言われた。「安息日は、人のた

めに定められた。人が安息日のためにある

のではない。 

（マルコによる福音書 2章 27 節） 

 

今日の場面は簡単にいうと、イエス様の

弟子たちが人様の畑の麦を勝手に摘んで

怒られた、という出来事です。こういうと、

怒られて当然だと感じるかもしれません。

しかし当時の社会では、他人の麦畑の麦を

手で摘んで食べることは許されていまし

た。貧しい人が自由に食べてよかったので

す。ではファリサイ派の人は、何に対して

「けしからん」と声をあげていたのでしょ

うか。 

それは、安息日にしてはいけないことを

したからです。安息日には働いてはならな

いのに、穀物の収穫をしたというのです。

ファリサイ派の人たちは、神さまから与え

られた十戒の一つである安息日には、絶対

に働いてはならないと考えました。そして

何をすることが「働く」ことになるのか、

細かく規定してきます。 

例えば移動してよいのは約 800ｍだっ

たり、火をおこしてはダメだったり、掃除

もしてはいけないなど、39 の禁止行為に

付随した 600 を超える細かい決まりが作

られていきました。その安息日は自分が守

るだけではなく、他の人にも「ちゃんと守

りなさい」と強要していきます。「これが

正しいのだ」と強く思った彼らは、細かい

決まりに無頓着で安息日だろうと普通の

日のように過ごしてしまう無知な人たち

を、軽蔑します。そして自分たちの周りか

ら排除していったのです。 

さてイエス様は、そのようなファリサイ

派に対し答えます。「安息日は、人のため

に定められた。人が安息日のためにあるの

ではない」と。そもそも安息日とは何だっ

たのでしょうか。

その本質は、7日目

に労働から解放さ

れるというもので

す。天地創造のと

きに、神さまは7日

目に休まれました。

その恵みを、わた

したちにも与えて

くださったのです。

さらに聖書は、息子も、娘も、男女の奴隷

も、牛、ろばなどすべての家畜も、町の門

の中に寄留する人々も、みんなで休むよう

にと定めます。これが神さまの与えられた

安息日です。神さまからの賜物なのです。 

ファリサイ派は細かい規定を定めて、人

を束縛しようとしました。当時のユダヤに

は「地の民」と呼ばれる人がいました。彼

らは律法をきちんと守ることができない

人たちでした。彼らにとって安息日は、重

荷以外の何物でもありませんでした。安息

日は、自分が罪深い者であるということに

気づかされるものでしかありませんでし

た。しかしイエス様は、人々をその重荷か

ら解放し、生きる者とされました。そして

「地の民」と共に歩んでいかれたのです。 

わたしたちには神さまから、様々な恵み

が与えられています。大切なことは何なの

か。神さまのみ心は一体何か。なぜ神さま

はわたしたちに関わろうとされているの

か。考えていきたいと思います。 

イエス様はすべての人を大切にされ、す

べての束縛から解放してくださいます。 
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